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ボッグスが 1940 年代と 1950 年代初めに発掘を行った







文化芸術審議会 )が B1-2 建造物で行っている修復に
関わる考古学調査である。もう一つは、名古屋大学が
行っている考古学調査である 。











図  ： エル ・ サルバドル主要遺跡
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タスマル地区 B1-1 建造物の建築史に関する仮説













　B1-1 建造物は、大きな基壇 (大基壇 )の上に建っ

















































　次に、基壇 4基の間にある空間を充填し、65 × 74m
の巨大な基壇 (大基壇 )となった。その後に、この大













壇はその存在が確認される。一方、床 6-1 ～ 3 とボッ
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図  ： 図 - チャルチュアパ遺跡全図 (Sharer,978)
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図  ： 各基壇に対する仮説
おわりに
　今後、B1-1 建造物の西側で発掘調査を継続する予定
にしている。西側の列柱の神殿側からの発掘では埋も
れた神殿の一部が検出された。この神殿の階段部分に
は破壊された部分があり、その下からはヒスイなどの
副葬品を含む埋葬が出土した。また、主神殿階段部西
側には斜壁そして張り出し部分が検出され、その張り
出し部分では上面に破壊された跡があり、その穴の底
には座葬の埋葬があった。こうしたことからこの主神
殿の重要性が窺える。今後の調査からこの建造物の正
確を明らかにしたいと考えている。
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